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【課題】

自動運転化に伴い、車のステアリングシステムはステアバイワ

イヤ（ＳＢＷ）システムに移行する。従来のトルクセンサでは車

両の応答性や路面からの反力伝達等の追従性に課題があり

ます。

【開発概要】

アモルファス金属ガラス溶射技術の開発と、高速変換及び高

速通信が可能な専用ICの開発を行い、SBWシステムに適用可

能な高剛性（高応答）の磁歪式トルクセンサを実現します。

効 果

○自動運転化や電動化（EV化）が進む自動車業界において、

Tier1メーカーに対し新センサの技術と有効性を紹介し、新

規ビジネスの可能性を拡げることができました。

主な開発成果

○専用溶射装置の開発と溶射条件開発；

軸温度安定度；±10℃以下、サイクルタイム；25s以下を達成。

磁歪膜の特性として、リニアリティ；±0.5％F.S.以下、ヒステリ

シス；±0.1%F.S.以下を達成

○高速変換及び高速通信対応の専用ICの開発；

応答周波数；10kHz以上、通信速度；5Mbps以上を達成
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